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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第52期
第１四半期
連結累計期間

第53期
第１四半期
連結累計期間

第52期

会計期間
自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日

自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日

自　平成28年４月１日
至　平成29年３月31日

売上高 (千円) 2,777,567 2,824,699 12,291,716

経常利益 (千円) 220,126 169,310 1,132,384

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 138,110 104,072 754,423

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 123,054 113,647 819,280

純資産額 (千円) 7,041,647 7,684,112 7,737,841

総資産額 (千円) 12,061,196 12,225,565 13,196,318

１株当たり四半期(当期)純利益金
額

(円) 9.90 7.46 54.09

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) － － －

自己資本比率 (％) 58.4 62.9 58.6
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載してお

りません。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した

「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものでありま

す。

(1) 経営成績の分析

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、国内需要の持ち直しや、雇用情勢に改善の動きがみられ、

緩やかな回復基調が継続しました。

　また、海外経済の不確実性や金融市場に不透明感があるものの、米国をはじめ、欧州、アジア地区も総じて景

気の持ち直しがみられております。

　航空業界では、訪日旅客は過去最高のペースで推移しており、国際線の路線開設・増便が進み、需要は堅調に

推移しております。

　このような状況下における当社業績は、動力事業、整備事業では増収となったものの、付帯事業ではフード

カート販売数が減少したことにより減収となりました。

　この結果、売上高合計は28億24百万円と前年同期比47百万円（1.7％）の増収にとどまりました。

　営業費用につきましては、労務費等が増加し、26億56百万円と前年同期比66百万円（2.5％）の増加となりまし

た。

　以上により、営業利益は１億68百万円と前年同期比18百万円（10.1％）の減益、経常利益は前期に計上した受

取補償金の影響により、１億69百万円と前年同期比50百万円（23.1％）の減益、親会社株主に帰属する四半期純

利益は１億４百万円と前年同期比34百万円（24.6％）の減益となりました。前年同期比では増収減益となってお

りますが、予定していた利益計画を若干上回る状況で推移しております。

 

セグメントの業績は次のとおりです。

 

・動力事業

航空需要拡大に伴う電力供給機会の増加に加え、B787、A350等の使用増加に伴う増収により、売上高は13億44

百万円と前年同期比66百万円（5.2％）の増収となりました。

　セグメント利益は、上記増収に加え、減価償却費の減少等により、３億２百万円と前年同期比79百万円

（35.9％）の増益となりました。

 

・整備事業

成田・羽田・関西空港における、特殊機械設備整備工事の増加等により、売上高は10億92百万円と前年同期比

36百万円（3.5％）の増収となりました。

　セグメント利益は、労務費の増加等により、91百万円と前年同期比54百万円（37.3％）の減益となりました。
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・付帯事業

低カリウム野菜の販売店舗数の増加や小売電気販売による増収はあるものの、フードカート販売において、当

四半期は大型案件がなかったこと等により、売上高は３億88百万円と前年同期比56百万円（12.6％）の減収とな

りました。

　セグメント損益は、23百万円の損失となり、前年同期比30百万円の減益となりました。

 

（セグメント別業績） （単位：百万円）

 
売上高 セグメント利益又は損失（△）

第52期
第１四半期

第53期
第１四半期

前年同期比(％)
第52期
第１四半期

第53期
第１四半期

前年同期比(％)

動力事業 1,277 1,344 105.2 222 302 135.9

整備事業 1,055 1,092 103.5 145 91 62.7

付帯事業 444 388 87.4 7 △23 ―

合計 2,777 2,824 101.7 376 370 98.6

全社費用※ ― ― ― 189 202 107.1

営業利益 ― ― ― 187 168 89.9
 

　※ 全社費用は、主に報告セグメントに帰属していない一般管理費です。

 

(2) 財政状態の分析

（資産）

流動資産は、前連結会計年度（以下「前期」という）末比８億86百万円（13.5％）減少の56億95百万円となり

ました。これは、受取手形及び営業未収入金が10億36百万円、繰延税金資産が54百万円減少し、現金及び預金が

１億23百万円、商品及び製品、仕掛品、原材料および貯蔵品等の棚卸資産が１億29百万円増加したこと等により

ます。

　固定資産は、前期末比83百万円（1.3％）減少の65億30百万円となりました。これは、主に有形固定資産が１億

59百万円減少し、投資その他の資産が61百万円増加したことによります。

　この結果、総資産は前期末比９億70百万円（7.4％）減少し、122億25百万円となりました。

 

（負債）

流動負債・固定負債は、前期末比９億17百万円（16.8％）減少の45億41百万円となりました。これは、営業未

払金が２億29百万円、未払法人税等が１億89百万円、未払金が３億４百万円、未払費用が１億34百万円、流動負

債・固定負債を合算した長期借入金が91百万円減少したこと等によります。

 

（純資産）

純資産合計は、前期末比53百万円（0.7%）減少の76億84百万円となりました。これは、親会社株主に帰属する

四半期純利益および剰余金の配当を加減算した結果、利益剰余金が63百万円減少したこと等によります。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上および財務上の対処すべき課題に重要な変更および

新たに生じた課題はありません。

 

(4）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は、６百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 52,000,000

計 52,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成29年６月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成29年８月10日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 13,950,000 13,950,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数は100株で
あります。

計 13,950,000 13,950,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

 

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

 

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成29年６月30日 ― 13,950,000 ― 2,038,750 ― 114,700
 

 

(6) 【大株主の状況】

 

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成29年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
 普通株式 1,900

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式
13,947,300

139,473 ―

単元未満株式
普通株式

800
― １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 13,950,000 ― ―

総株主の議決権 ― 139,473 ―
 

(注)　「単元未満株式」には当社所有の自己株式80株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成29年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

(自己保有株式）
株式会社エージーピー

東京都大田区羽田空港
一丁目７番１号

1,900 ― 1,900 0.0

計 ― 1,900 ― 1,900 0.0
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成29年４月１日から平成

29年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 2,936,076 3,059,455

  受取手形及び営業未収入金 2,462,158 1,425,993

  商品及び製品 81,538 99,306

  仕掛品 50,637 123,085

  原材料及び貯蔵品 630,487 669,851

  前払費用 168,547 153,085

  繰延税金資産 164,761 110,519

  その他 88,018 54,160

  貸倒引当金 △89 △89

  流動資産合計 6,582,136 5,695,369

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 10,613,015 10,636,648

    減価償却累計額 △8,374,903 △8,440,450

    建物及び構築物（純額） 2,238,111 2,196,198

   機械装置及び運搬具 9,488,125 9,462,945

    減価償却累計額 △7,178,187 △7,169,956

    機械装置及び運搬具（純額） 2,309,937 2,292,988

   土地 110,608 110,608

   リース資産 190,777 190,803

    減価償却累計額 △124,259 △127,678

    リース資産（純額） 66,518 63,124

   建設仮勘定 461,261 358,297

   その他 522,391 531,864

    減価償却累計額 △486,070 △489,630

    その他（純額） 36,320 42,234

   有形固定資産合計 5,222,757 5,063,451

  無形固定資産   

   特許権 70,026 67,238

   ソフトウエア 55,168 71,518

   ソフトウエア仮勘定 3,840 5,755

   その他 33,464 32,010

   無形固定資産合計 162,499 176,522

  投資その他の資産   

   投資有価証券 209,877 268,488

   繰延税金資産 564,071 563,757

   敷金及び保証金 200,828 202,378

   長期前払費用 36,504 34,207

   退職給付に係る資産 215,497 218,683

   その他 2,145 2,705

   投資その他の資産合計 1,228,924 1,290,221

  固定資産合計 6,614,182 6,530,195

 資産合計 13,196,318 12,225,565
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  営業未払金 833,248 603,437

  短期借入金 73,500 77,787

  1年内返済予定の長期借入金 345,732 362,882

  リース債務 28,998 29,702

  未払法人税等 203,373 14,372

  未払消費税等 137,662 68,739

  未払金 352,947 47,951

  未払費用 512,354 377,843

  その他 32,064 126,803

  流動負債合計 2,519,880 1,709,520

 固定負債   

  長期借入金 848,968 740,405

  リース債務 42,666 38,416

  製品保証引当金 7,715 6,932

  退職給付に係る負債 1,968,550 1,975,470

  資産除去債務 70,694 70,706

  固定負債合計 2,938,595 2,831,932

 負債合計 5,458,476 4,541,452

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 2,038,750 2,038,750

  資本剰余金 114,700 114,700

  利益剰余金 5,638,585 5,575,281

  自己株式 △694 △694

  株主資本合計 7,791,341 7,728,037

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 43,326 48,018

  退職給付に係る調整累計額 △96,825 △91,943

  その他の包括利益累計額合計 △53,499 △43,924

 純資産合計 7,737,841 7,684,112

負債純資産合計 13,196,318 12,225,565
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

売上高 2,777,567 2,824,699

売上原価 2,340,991 2,389,735

売上総利益 436,576 434,963

販売費及び一般管理費 249,565 266,849

営業利益 187,011 168,113

営業外収益   

 受取利息 0 0

 受取配当金 4,594 4,018

 保険事務手数料 243 240

 受取補償金 40,199 －

 その他 268 1,050

 営業外収益合計 45,306 5,309

営業外費用   

 支払利息 4,813 3,493

 災害復興支援費用 3,804 －

 その他 3,572 619

 営業外費用合計 12,190 4,113

経常利益 220,126 169,310

特別損失   

 固定資産除却損 6,865 8,601

 特別損失合計 6,865 8,601

税金等調整前四半期純利益 213,261 160,709

法人税、住民税及び事業税 18,472 6,307

法人税等調整額 56,678 50,329

法人税等合計 75,150 56,636

四半期純利益 138,110 104,072

親会社株主に帰属する四半期純利益 138,110 104,072
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

四半期純利益 138,110 104,072

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △21,007 4,692

 退職給付に係る調整額 5,951 4,882

 その他の包括利益合計 △15,055 9,574

四半期包括利益 123,054 113,647

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 123,054 113,647
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

該当事項はありません。

 

(四半期連結損益計算書関係)

該当事項はありません。

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日)

減価償却費 206,136千円 199,326千円
 

 

(株主資本等関係)

 

前第１四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日　至 平成28年６月30日)

 

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月24日
定時株主総会

普通株式 139,480 10 平成28年３月31日 平成28年６月27日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

　

該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日　至 平成29年６月30日)

 

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月20日
定時株主総会

普通株式 167,376 12 平成29年３月31日 平成29年６月21日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

　

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 
報告セグメント

合計
動力事業 整備事業 付帯事業

売上高     

  外部顧客への売上高 1,277,901 1,055,476 444,188 2,777,567

 セグメント間の内部売上高又は振替高 － － － －

計 1,277,901 1,055,476 444,188 2,777,567

セグメント利益 222,578 145,952 7,535 376,066
 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 376,066

全社費用(注) △189,055

四半期連結損益計算書の営業利益 187,011
 

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 
報告セグメント

合計
動力事業 整備事業 付帯事業

売上高     

  外部顧客への売上高 1,344,413 1,092,152 388,132 2,824,699

 セグメント間の内部売上高又は振替高 5,478 2,234 49,413 57,126

計 1,349,892 1,094,387 437,545 2,881,825

セグメント利益又は損失（△） 302,570 91,516 △23,457 370,629
 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 370,629

全社費用(注) △202,515

四半期連結損益計算書の営業利益 168,113
 

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 ９円90銭 ７円46銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 138,110 104,072

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(千円)

138,110 104,072

普通株式の期中平均株式数(千株) 13,948 13,948
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【その他】
　

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成29年８月10日

株式会社エージーピー

取締役会  御中

 

     新日本有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士  吉  田   英  志  ㊞  

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士  福　 田　　慶　 久  ㊞  

 

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社エー

ジーピーの平成29年４月１日から平成30年３月３１日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成29年４月１

日から平成29年６月３０日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年６月３０日まで）に係

る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注

記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エージーピー及び連結子会社の平成２９年６月３０日現

在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

　
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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